
は
じ
め
に

こ
こ
に
掲
載
し
た
史
料
は
、
当
館
が
昭
和
六

年
に
東
京
の
古
書
店
か
ら
購
入

し
た

大
阪
京
都
油
問
屋
文
書

（
合
計
四
二
点
）
に
含
ま
れ
る
も
の
で
（

）
、
今
回

は
そ
の
う
ち
大
阪
関
係
の
二
点
の
史
料
（
安
永
七
年

菜
種
買
口
願
御
請
書

写

、
安
永
八
年

菜
種
買
口
之
御
請
書
写

）
に
つ
い
て
翻
刻
を
行
い
、
解
題
を

付
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
史
が
示
す
通
り
、
江
戸
幕
府
は
一
大
消
費
地
で
あ
る
江
戸
の

灯
油
の
最
大
の
供
給
地
と
し
て
、
大
阪
に
、
摂
河
泉
な
ど
の
周
辺
地
域
や
西
日
本

各
地
の
油
を
集
め
、
そ
の
流
通
の
中
心
都
市
と
し
て
の
機
能
を
担
わ
せ
た
。
そ
し

て
、
大
阪
の
油
商
人
に
特
権
を
認
め
、
彼
ら
を
通
じ
て
流
通
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
に
お
け
る
油
の
値
段
と
供
給
量
の
安
定
化
を
図
ろ
う
と
し

た
。大

阪
油
市
場
の
油
問
屋
と
し
て
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
成
立
し
た
京

口
油
問
屋
、
翌
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
成
立
し
た
江
戸
口
油
問
屋
、
延
宝
年

間
に
成
立
し
た
出
油
屋
が
中
心
と
な
る
が
、
全
国
的
な
油
の
流
通
統
制
の
た
め

に
、
ま
ず
江
戸
幕
府
は
宝
暦
一

年
（
一
七
六

）
正
月
に
、
大
阪
に
菜
種
問
屋

二

名
、
綿
実
問
屋
一

名
を
、
同
一
一
年
一
二
月
に
、
出
油
屋
一
三
名
を
定

め
、
こ
れ
ら
以
外
に
種
物
や
油
の
売
買
を
制
限
し
た
。

こ
こ
で
、
近
世
大
阪
の
油
市
場
に
お
け
る
流
通
組
織
に
つ
い
て
、

大
阪
市
史

第
一

（
大
阪
市
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
五
年
）
の
内
容
を
中
心
に
概
観
す
る

〔
史
料
紹
介
〕

大
阪
京
都
油
問
屋
文
書

安
永
年
間
の
大
阪
及
び
灘
目
油
市
場
の
動
向

池

田

治

司



と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

種
物
問
屋

菜
種
問
屋

大
阪
に
廻
送
さ
れ
る
菜
種
を
時
価
に
て
買
入
れ
、
一
石
に
つ
き
銀

一
匁
の
口
銭
を
取
っ
て
菜
種
絞
油
屋
へ
売
り
渡
す
。

綿
実
問
屋

大
阪
に
廻
送
さ
れ
る
綿
実
を
時
価
に
て
買
入
れ
、
一
石
に
つ
き
銀

二
匁
五
分
の
口
銭
を
と
っ
て
綿
実
絞
油
屋
へ
売
り
渡
す
。

絞
油
屋

菜
種
・
綿
実
両
絞
油
屋
が
あ
り
、
油
を
製
し
て
京
口
・
江
戸
口
両

油
問
屋
に
売
り
渡
す
。
ま
た
、
灯
油
を
製
し
て
小
売
り
す
る
。
京

口
油
問
屋
に
は
四
斗
入
一
樽
に
つ
き
銀
二
分
の
口
銭
を
与
え
、
江

戸
口
油
問
屋
に
は
代
銀
百
目
に
つ
き
八
分
の
口
銭
を
与
え
る
。

油
問
屋

出
油
屋

大
阪
周
辺
地
域
の
絞
油
屋
の
利
害
を
代
表
し
て
在
方
の
出
油
を
引

受
け
、
京
口
・
江
戸
口
両
油
問
屋
に
売
渡
す
。
ま
た
、
灯
油
を
製

し
て
小
売
り
す
る
。
在
方
油
買
付
に
際
し
代
銀
百
目
に
つ
き
八
分

の
口
銭
を
徴
し
、
京
口
・
江
戸
口
両
油
問
屋
に
売
渡
す
際
に
は
、

絞
油
屋
と
同
じ
口
銭
を
与
え
る
。

京
口
油
問
屋

絞
油
屋
・
出
油
屋
よ
り
前
記
口
銭
を
請
け
て
油
を
買
い
取
る
。

京
都
・
伏
見
の
油
の
供
給
地
と
し
て
山
崎
に
発
し
た
が
、
近
世
初

頭
に
大
阪
に
移
る
。
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
、
む
し
ろ
大
阪
市
中

お
よ
び
西
日
本
で
の
油
の
販
売
に
重
点
を
置
く

（

）
。

江
戸
口
油
問
屋

絞
油
屋
・
出
油
屋
よ
り
前
記
口
銭
を
請
け
て
油
を
買
い
取

る
。
江
戸
へ
の
油
の
供
給
を
旨
と
す
る
。

油
仲
買

油
問
屋
と
消
費
者
の
間
に
介
在
し
、
菜
種
油
（
水
油
）、
綿
実
油

（
白
油
）
を
加
工
し
て
燈
明
油
や
髪
油
を
作
り
販
売
す
る

（

）
。

こ
れ
ら
の
流
通
組
織
が
全
国
的
な
油
市
場
を
左
右
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
幕
府

は
時
々
に
応
じ
て
仕
法
改
革
に
よ
っ
て
、
油
市
場
の
統
制
を
行
う
。
今
回
紹
介
す

る
の
は
明
和
七
年
（
一
七
七

）
の
仕
法
改
革
後
の
大
阪
及
び
灘
目
油
市
場
の
動

向
を
物
語
る
史
料
で
あ
る
。



【
史
料

】

（
表
紙
）

安
永
七
年
戊
戌
八
月
四
日

菜
種
買
口
願
御
請
書
写

差
上
申
一
札

一
九
年
以
前
寅
年
水
油
一
件
御
取
締
之
節
、
摂
州
兎
原
・
武
庫
・
八
部
三
郡
之
内

ニ
而
水
車
六
拾
壱
株
日
野
屋
庄
左
衛
門
願
上
、
絞
草
綿
実
者
大
坂
を
除
五
畿
内

并
関
東
筋
・
四
国
・
中
国
・
九
州
筋
へ
其
外
何
連
之
国
々

も
勝
手
次
第
買

入
、
菜
種
ハ
右
水
車
場
三
郡
之
内
ニ
而
買
取
稼
仕
罷
在
候
所
、
三
郡
之
菜
種
存

外
無
少
無
拠
稼
方
相
休
候
ニ
付
、
稼
人
共
之
内
心
得
違
紛
敷
種
物
売
買
仕
候
者

共
も
出
来
、
御
当
地
菜
種
絞
油
屋
共
御
吟
味
願
出
御
糺
相
成
恐
入
候
故
、
三
郡

之
菜
種
之
外
兵
庫
廻
着
菜
種
之
内
買
増
之
義
先
達
而
願
上
候
得
共
、
御
取
上
無

御
座
候
ニ
付
、
稼
人
共
不
埒
之
売
買
仕
間
敷
旨
庄
左
衛
門

申
渡
置
候
へ
共
、

同
殿
住
所

ハ
手
遠
之
場
所
殊
更
稼
人
共
大
勢
之
義
故
、
自
然
心
得
違
之
者
御

座
候
而
者
水
車
株
御
取
放
被
成
候
義
出
来
可
仕
哉
無
覚
速
（
束
）

、
第
一
御
咎
メ
之
程

も
恐
入
、
尤
最
初
水
車
株
願
請
候
節
、
菜
種
者
三
郡
ニ
而
買
入
候
積
り
御
請
申

上
候
段
、
庄
左
衛
門
見
込
違
不
調
法
ニ
御
座
候
得
共
、
初
年
過
分
之
冥
加
金
差

上
、
今
以
年
々
冥
加
銀
差
上
来
候
所
、
不
相
続
ニ
相
成
候
義
欲
ヶ
敷
何
卒
菜
種

買
増
相
願
度
奉
存
候
得
共
、
外
差
支
も
有
之
候
而
者
如
何
ニ
付
、
勘
弁
之
上

国
々
廻
着
之
内
菜
種
余
り
荷
物
積
合
之
分
荷
物
捌
方
勝
手
之
由
ニ
而
、
摂
州
泉

州
辺
へ
乗
込
候
趣
風
聞
御
座
候
ニ
付
、
庄
左
衛
門
相
働
右
体
之
菜
種
ハ
勿
論
惣

而
兵
庫
へ
廻
着
相
増
候
様
取
扱
、
八
年
以
前
卯
年

去
ル
酉
年
迄
廻
着
高
平
均

一
ヶ
年
分
凡
拾
三
万
八
千
石
余
り
を
此
以
後
之
廻
着
高
定
数
立
置
、
都
而
兵
庫

津
廻
着
之
分
ハ
種
物
問
屋
・
菜
種
絞
油
屋
立
会
、
石
数
明
白
相
糺
、
右
平
均
之

定
数
増
高
之
内
よ
り
毎
年
石
ツ
ゝ
於
兵
庫
津
庄
左
衛
門
水
車
場
へ
買
請
、
無
恙

相
続
仕
度
旨
庄
左
衛
門
願
出
ニ
付
、
種
物
問
屋
・
菜
種
絞
油
屋
・
油
問
屋
・
出

油
屋
へ
障
有
無
御
尋
被
成
候
所
、
兵
庫
津
廻
着
相
増
候
様
取
計
右
増
石
之
内
庄

左
衛
門
買
取
候
而
ハ
、
一
体
之
締
方
不
宜
、
渡
世
差
支
ニ
相
成
候
旨
種
物
問

屋
・
絞
油
屋
共

品
々
障
申
上
、
油
問
屋
・
出
油
屋
共
ハ
廻
着
増
方
有
之
候
へ

者
、
油
直
段
下
直
之
道
理
ニ
而
引
請
油
も
相
増
勝
手
ニ
相
成
、
聊
差
支
無
之

候
、
併
種
物
問
屋
・
菜
種
絞
油
屋
共
差
障
候
ニ
付
、
於
兵
庫
津
可
相
増
廻
着
高

当
表
ニ
而
相
増
候
様
庄
左
衛
門
ニ
為
取
計
、
前
書
定
数
之
外
増
石
之
内
半
分
宛

庄
左
衛
門
と
菜
種
絞
油
屋
共
買
分
候
ハ
ゝ
、
双
方
共
稼
方
相
増
差
支
之
筋
有
之

間
敷
儀
ニ
付
、
其
趣
及
対
談
庄
左
衛
門
并
種
物
問
屋
者
承
知
仕
候
得
共
、
菜
種

絞
油
屋
共
不
承
知
旨
油
問
屋
・
出
油
屋
共

申
上
候
ニ
付
、
菜
種
絞
油
屋
共
へ

存
寄
御
尋
被
成
下
候
所
、
絞
草
不
残
買
取
存
分
ニ
相
稼
候
所
、
水
油
御
取

節

摂
河
泉
三
ヶ
国
ニ
而
水
車
人
力
等
油
稼
并
庄
左
衛
門
へ
水
車
六
拾
壱
株
御
差

免
、
夫
ニ
絞
草
買
場
所
御
定
、
菜
種
絞
油
屋
共
も
稼
方
之
次
第
御
吟
味
之
上
、

弐
百
五
拾
軒
株
ニ
被
仰
付
、
種
物
問
屋
之
外
常
体
之
問
屋
へ
廻
着
種
物
并
五
畿

内
村
々
ニ
而
も
勝
手
次
第
ニ
直
買
ニ
御
差
免
、
右
口
銭
減
少
被
仰
付
候
ニ
付
、

〔史料紹介〕 大阪京都油問屋文書



為
御
冥
加
今
以
年
々
銀
七
貫
目
宛
上
納
仕
油
稼
仕
候
へ
共
、
先
年
与
違
菜
種
廻

着
追
々
ニ
相
減
、
其
上
水
車
新
田
請
負
人
へ
菜
種
買
増
被
仰
付
、
当
表
廻
着
高

之
内
増
減
ニ
不
拘
年
々
壱
万
五
千
石
宛
種
物
問
屋

売
渡
、
引
残
り
平
均
凡
拾

弐
万
三
千
石
余
り
な
ら
て
ハ
買
取
候
菜
種
無
之
、
軒
別
之
稼
ニ
不
引
足
、
且
又

前
々
ハ
手
絞
油
製
方
い
た
し
小
売
致
候
者
有
之
候
所
、
出
油
方
相
隠
油
直
段
ニ

差
障
由
ニ
而
、
小
売
御
差
留
絞
方
一
筋
之
渡
世
ニ
相
成
候
故
、
年
々
仲
間
困
窮

ニ
お
よ
ひ
休
株
出
来
当
地
漸
百
八
拾
軒
程
ケ
成
ニ
相
続
致
候
義
ニ
而
一
統
致
難

義
、
庄
左
衛
門
ハ
油
筋
御
取
締
之
節
品
々
存
寄
も
申
上
水
車
株
願
上
、
菜
種
ハ

三
郡
ニ
限
買
入
方
承
知
之
上
御
請
申
上
置
、
且
今
至
稼
方
不
足
之
趣
を
以
買
増

相
願
候
段
不
都
合
之
義
ニ
而
、
近
年
菜
種
廻
着
相
減
候
段
兵
庫
津
辺
ニ
而
道
買

有
之
故
之
由
風
聞
有
之
、
当
表
よ
り
程
遠
糺
不
行
届
ニ
付
、
先
達
而
願
上
於
兵

庫
津
ニ
見
糺
所
拵
両
三
人
宛
申
合
罷
越
心
懸
候
所
、
庄
左
衛
門
水
車
場
紛
敷
買

入
候
者
共
有
之
候
ニ
付
御
吟
味
相
願
、
其
度
ニ
御
糺
ニ
相
成
候
へ
者
、
心
得
違

之
趣
ヲ
以
庄
左
衛
門
共
ニ
相
詫
候
故
、
願
相
正
候
儀
ニ
而
、
既
去
々
申
年
与
ハ

去
ル
酉
年
分
之
菜
種
廻
着
六
千
七
百
石
余
り
相
増
、
全
見
糺
所
出
来
故
之
義
与

奉
存
、
尚
又
播
州
・
泉
州
辺
・
瀬
戸
内
迄
も
無
油
断
見
糺
候
ハ
ゝ
、
紛
敷
売
買

弥
相
止
可
申
庄
左
衛
門
申
上
候
、
八
ヶ
年
以
来
之
廻
着
者
至
テ
減
少
之
時
節
ニ

付
、
十
九
年
以
前
辰
年
去
ル
酉
年
迄
菜
種
廻
着
高
平
均
致
候
得
者
、
一
ヶ
年
分

拾
五
万
九
千
百
五
拾
九
石
余
相
当
り
候
間
、
庄
左
衛
門
世
話
不
仕
候
共
、
此
後

之
廻
着
是
非
相
増
、
追
々
ニ
ハ
以
前
之
高
ニ
も
相
進
ミ
、
休
株
之
者
共
家
業
再

興
可
致
与
相
楽
罷
在
候
所
、
減
少
之
廻
着
を
定
数
ニ
立
、
増
石
之
内
ヲ
庄
左
衛

門
と
買
候
而
者
、
菜
種
絞
油
屋
共
可
買
請
絞
草
之
内
相
減
再
興
之
跡
も
無
之
、

当
時
漸
取
続
居
候
者
共
も
年
々
困
窮
致
、
渡
世
ニ
離
候
様
成
行
可
申
間
、
縦
令

庄
左
衛
門
兵
庫
津
廻
着
之
内
ニ
而
買
取
候
義
相
止
メ
、
当
表
廻
着
増
方
之
内
買

分
候
而
も
渡
世
差
障
ニ
相
成
候
、
水
車
絞
ハ
綿
実
第
一
之
も
の
故
、
綿
実
買
入

方
相
増
候
様
世
話
可
致
間
、
願
可
相
止
ム
申
聞
候
へ
共
、
庄
左
衛
門
不
承
知
ニ

而
、
対
談
難
相
調
迷
惑
仕
候
段
菜
種
絞
油
屋
共
申
上
ニ
付
、
庄
左
衛
門
他
国
へ

離
散
可
致
菜
種
当
表
へ
引
寄
、
廻
着
相
増
候
様
可
取
斗
と
之
義
申
候
迄
ニ
而

ハ
、
御
取
用
難
被
成
、
并
廻
着
増
之
内
買
分
ケ
之
仕
方
等
如
何
取
扱
候
哉
与
御

尋
被
成
候
ニ
付
、
菜
種
絞
油
屋
共
見
糺
之
切
を
以
去
年
中
廻
着
高
六
千
七
百
石

程
相
増
候
旨
申
上
候
へ
共
、
去
ル
酉
年
者
近
年
ニ
無
之
菜
種
豊
作
ニ
候
所
、
前

年
凶
作
之
廻
着
高
与
見
合
漸
右
高
相
増
候
迄
ニ
候
へ
者
、
見
糺
所
出
来
之
切
と

難
申
、
則
増
高
を
も
折
込
八
ヶ
年
平
均
之
高
拾
三
万
八
千
石
余
り
ニ
相
当
り
候

故
、
其
余
り
之
増
高
手
配
可
仕
存
念
ニ
而
、
庄
左
衛
門
取
扱
ヲ
以
廻
着
高
相
増

候
分
ハ
、
荷
主
之
送
状
菜
種
問
屋
并
庄
左
衛
門
宛
名
ニ
認
差
越
候
様
取
計
、
右

増
方
之
内
菜
種
絞
油
屋
共
と
半
分
宛
買
分
、
右
送
状
無
之
分
ハ
前
書
平
均
高
之

外
何
程
相
増
候
共
、
庄
左
衛
門
方
へ
者
少
も
買
取
申
間
敷
候
、
并
庄
左
衛
門
手

先
之
増
方
ニ
而
も
廻
着
之
度
々
買
分
相
稼
、
自
然
十
二
月
ニ
至
一
ヶ
年
登
高
右

平
均
之
高

相
減
候
時
者
、
庄
左
衛
門
買
取
候
程
菜
種
絞
油
屋
共
稼
方
相
減
候

義
ニ
付
、
平
均
高
不
相
揃
内
者
庄
左
衛
門
宛
名
之
送
状
ニ
而
差
登
菜
種
ニ
候

共
、
不
残
菜
種
絞
油
屋
共
へ
為
買
取
、
平
均
高
拾
三
万
八
千
石
余
相
揃
候
上
ニ

而
庄
左
衛
門
手
先
之
廻
着
高
致
勘
定
、
増
方
ニ
応
半
分
宛
買
分
度
旨
申
上
候
ニ

付
、
其
段
菜
種
絞
油
屋
共
へ
被
仰
聞
再
三
御
糺
被
成
候
所
、
一
体
諸
国
之
種
物

ハ
不
残
当
表
へ
廻
着
可
致
義
ニ
而
、
庄
左
衛
門
相
働
候
と
而
も
別
段
増
高
可
仕



筋
無
之
、
庄
左
衛
門
宛
名
之
送
り
状
差
添
菜
種
ニ
候
共
、
是
是
非
当
表
へ
可
相

廻
高
之
内
ニ
而
、
畢
竟
以
内
談
右
送
り
状
差
添
候
迄
而
巳
之
儀
故
、
全
菜
種
油

屋
共
可
引
請
絞
草
ニ
候
間
、
庄
左
衛
門
と
買
分
候
而
ハ
夫
程
稼
相
減
難
義
仕
候

旨
申
答
候
ニ
付
、
庄
左
衛
門
へ
被
仰
聞
候
ハ
、
願
之
筋
も
無
余
義
訳
ニ
ハ
被
思

召
候
へ
共
、
水
車
願
請
候
節
三
郡
菜
種
多
少
并
村
々
油
屋
共
入
会
買
之
訳
を
も

相
考
引
請
可
申
筈
ニ
御
座
候
所
、
無
其
義
今
更
買
増
相
願
候
段
不
束
之
至
御
取

用
難
被
成
、
願
上
候
旨
御
吟
味
有
之
御
察
度
請
候
而
ハ
、
可
申
立
様
無
御
座
奉

恐
候
、
併
前
書
之
趣
意
ニ
而
不
得
止
事
買
増
願
上
候
間
、
願
上
通
難
相
立
筋
ニ

御
座
候
ハ
ゝ
、
御
憐
愍
を
以
年
々
相
納
候
冥
加
銀
四
百
枚
之
内
銀
百
枚
何
卒
減

少
被
為
仰
付
候
様
仕
度
旨
願
上
、
菜
種
絞
油
屋
共
ハ
前
書
同
様
ニ
而
何
分
ニ
も

是
迄
之
通
御
指
置
被
下
候
様
仕
度
、
尤
依
障
庄
左
衛
門
相
納
候
年
々
之
御
益
相

減
候
段
者
恐
入
候
ニ
付
、
庄
左
衛
門

減
相
願
候
銀
高
百
枚
ハ
定
例
冥
加
七
貫

目
増
銀
ニ
相
立
、
向
後
年
々
拾
壱
貫
三
百
匁
宛
無
滞
上
納
可
仕
旨
申
上
候
ニ

付
、
尚
又
巨
細
御
吟
味
之
上
、
今
日

召
出
前
々
之
義
格
別
八
ヶ
年
来
廻
着
平

均
之
高
前
之
通
ニ
候
へ
者
、
凡
当
時
登
り
高
と
相
見
へ
此
上
廻
着
可
相
増
と
の

義
、
菜
種
絞
油
屋
共
申
口
而
巳
ニ
而
、
的
当
之
筋
無
御
座
、
既
種
物
問
屋
并
油

問
屋
・
出
油
屋
共
義
者
庄
左
衛
門
願
通
り
被
仰
付
候
而
も
差
障
無
御
座
、
何
レ

ニ
も
廻
着
相
増
候
ハ
ゝ
、
油
直
段
下
直
之
道
理
ニ
候
旨
申
之
、
別
而
油
問
屋
・

出
油
屋
共
ハ
右
之
趣
菜
種
絞
油
屋
共
へ
及
内
談
候
程
之
義
ニ
而
、
外
ニ
差
支
之

筋
有
之
義
と
ハ
不
思
召
候
間
、
菜
種
絞
油
屋
共
障
之
趣
不
被
及
御
沙
汰
ニ
候
、

併
庄
左
衛
門
義
八
ヶ
年
以
来
菜
種
登
高
平
均
凡
拾
三
万
八
千
石
余
と
申
上
候
へ

共
、
八
ヶ
年
之
内
廻
着
高
下
之
年
御
見
合
被
成
候
処
、
八
ヶ
年
以
前
卯
年
ハ
拾

六
万
弐
千
六
百
拾
壱
石
六
斗
四
升
余
、
五
年
以
前
午
年
ハ
拾
弐
万
三
千
七
百
四

拾
弐
石
七
斗
八
升
余
廻
着
有
之
、
右
両
年
を
平
均
被
成
候
而
ハ
拾
四
万
三
千
百

石
余
ニ
相
当
候
ニ
付
、
向
後
一
ヶ
年
拾
四
万
五
千
石
と
相
定
、
夫

増
高
無
之

年
ハ
勿
論
、
縦
令
増
石
有
之
候
而
も
、
一
通
之
送
り
状
を
以
国
々

為
差
登
候

分
ハ
庄
左
衛
門
不
買
取
、
右
平
均
高
相
揃
候
上
増
廻
着
有
之
候
ハ
ゝ
、
庄
左
衛

門
并
種
物
問
屋
宛
所
之
送
状
差
添
候
分
、
種
物
問
屋
・
菜
種
絞
油
屋
共
立
合
石

数
勘
定
致
、
右
増
高
ニ
応
シ
庄
左
衛
門
と
絞
油
屋
共
と
買
分
、
其
分
ハ
半
口
銭

菜
種
壱
石
ニ
付
銀
五
分
ツ
ゝ
ニ
被
仰
付
候
間
、
冥
加
銀
之
義
者
、
是
迄
之
通

年
々
銀
四
百
枚
宛
無
滞
庄
左
衛
門
上
納
可
仕
、
尤
右
之
通
買
分
ケ
被
仰
付
候
上

ハ
、
菜
種
買
方
ニ
付
紛
敷
売
買
決
テ
不
仕
様
、
庄
左
衛
門
者
勿
論
水
車
株
か
り

主
之
者
江
篤
与
申
聞
向
後
相
慎
可
申
候
、
自
然
不
埒
之
義
有
之
ニ
お
ゐ
て
ハ
、

御
咎
メ
を
も
可
被
成
旨
被
仰
渡
、
逸
々
一
同
奉
畏
候
、
仍
而
御
請
如
件

摂
州
兎
原
・
武
庫
・
八
部
三
郡

安
永
七
年
戊
戌
八
月
四
日

油
稼
水
車
六
拾
壱
輪
引
受
人

京
橋
五
丁
目

日
野
屋
庄
左
衛
門

菜
種
絞
油
屋
共
年
行
司

兵
庫
屋
伊
兵
衛

布
袋
屋
権
兵
衛

河
内
屋
庄
兵
衛

大
和
屋
権
蔵

阿
波
屋
仁
右
衛
門

〔史料紹介〕 大阪京都油問屋文書



菊
屋
源
七

土
佐
屋
八
右
衛
門

出
入
中
病
死

私
共
義
庄
左
衛
門
願
よ
つ
て
、
先
達
而

段
々
御
糺
之
上
、
今
日
前
書
之
通
庄
左

衛
門
并
絞
油
屋
へ
被
仰
渡
候
間
、
承
知
可
仕
旨
被
仰
渡
奉
畏
候
、
仍
而
御
請
如
件

出
油
屋
年
行
司

油
屋
吉
兵
衛

越
後
屋
与
三
吉

代
判
七
兵
衛

病
気
ニ
付

半
兵
衛

桑
名
屋
七
之
介

病
気
ニ
付
代

勘
兵
衛

小
松
屋
庄
右
衛
門

病
気
ニ
付
代

次
兵
衛

長
浜
屋
徳
兵
衛

同
断

清
八

種
物
問
屋
年
行
司

中
国
屋
平
兵
衛

筑
後
屋
久
兵
衛

伊
勢
屋
喜
六

病
気
ニ
付

鍋
屋
嘉
兵
衛

御
奉
行
所



【
史
料

】

（
表
紙
）

安
永
八
年
亥
正
月
廿
二
日

菜
種
買
口
之
御
請
書
写

差
上
申
一
札

日
野
屋
庄
左
衛
門
依
願
、
御
当
地
廻
着
菜
種
之
内
庄
左
衛
門
と
絞
油
屋
共
買
分

之
仕
方
双
方
存
寄
相
違
仕
候
ニ
付
、
其
段
問
屋
共
よ
り
申
上
売
買
之
仕
方
奉
窺

候
所
、
双
方
被
召
出
御
糺
之
上
庄
左
衛
門
申
上
候
ハ
、
去
ル
戌
正
月

同
十
二

月
迄
菜
種
廻
着
高
拾
五
万
七
千
弐
百
拾
八
石
五
斗
一
升
五
合
九
勺
之
内
、
弐
千

五
百
三
拾
石
六
斗
庄
左
衛
門
当
所
之
送
り
状
ニ
付
、
右
之
高
問
屋
油
屋
と
も
立

合
勘
定
之
上
、
油
屋
と
も
と
庄
左
衛
門
買
分
ケ
候
積
ニ
相
立
置
、
庄
左
衛
門
水

車
場
稼
方
入
用
之
節
、
勝
手
次
第
問
屋
共

買
請
度
旨
庄
左
衛
門
申
上
、
絞
り

油
屋
共
義
も
右
買
分
之
義
ハ
承
知
ニ
御
座
候
得
共
、
買
入
之
度
々
油
屋
共
不
立

会
、
庄
左
衛
門
壱
人
立
限
も
無
之
買
取
候
而
ハ
、
紛
敷
油
屋
共
見
改
所
糺
方
も

難
相
分
り
候
間
、
庄
左
衛
門
買
入
之
度
毎
油
屋
共
立
会
廻
着
之
高
改
買
分
ケ
、

庄
左
衛
門
買
取
候
分
ハ
翌
年
三
月
中
迄
ニ
買
切
候
様
仕
度
候
、
毎
年
四
月
ニ
ハ

新
種
出
来
い
た
し
候
故
、
右
切
月
ニ
究
置
候
而
も
庄
左
衛
門
稼
方
差
支
之
筋
無

之
旨
油
屋
申
上
候
ニ
付
、
今
日
一
統
被
召
出
被
為
仰
渡
候
ハ
、
廻
着
定
数
相
満

候
已
後
庄
左
衛
門
手
先
之
菜
種
相
廻
り
候
節
之
義
ハ
勿
論
、
定
数
不
相
満
内
庄

左
衛
門
手
先
之
菜
種
油
屋
共
方
へ
買
取
候
分
有
之
候
と
も
、
其
高
ハ
廻
着
之
節

立
会
改
置
候
義
ニ
付
、
追
而
増
廻
着
之
内
ニ
而
差
引
い
た
し
候
と
も
、
庄
左
衛

門
買
請
之
石
数
相
究
有
之
義
ニ
付
、
庄
左
衛
門
方
稼
方
勝
手
次
第
追
々
問
屋
共

買
取
迚
も
、
聊
過
売
ハ
難
相
成
候
得
共
、
際
限
無
之
候
而
ハ
紛
敷
候
故
、
油

屋
共
申
立
候
通
り
翌
年
三
月
限
ニ
買
切
、
右
買
請
之
度
毎
油
屋
と
も
立
会
不
及

之
条
、
問
屋
共
諸
事
厳
密
ニ
い
た
し
買
渡
可
申
候
、
油
屋
共
よ
り
ハ
見
糺
所
改

方
分
り
か
た
く
旨
申
上
候
得
共
、
右
買
分
ケ
ハ
別
段
之
義
ニ
而
見
糺
所
之
改
ニ

拘
り
候
筋
無
之
候
間
、
随
分
無
油
断
心
ヲ
付
買
分
ケ
ニ
事
寄
抜
買
之
菜
種
取
扱

候
ハ
ゝ
、
証
拠
を
持
御
訴
可
申
上
候
、
尤
庄
左
衛
門
義
も
右
買
入
之
節
問
屋
と

も
立
会
不
申
と
て
、
自
分
之
任
勝
手
買
分
ケ
ニ
事
寄
致
抜
買
水
車
場
へ
積
送
り

候
歟
、
油
屋
共
買
分
ケ
之
障
り
ニ
成
候
義
有
之
ハ
、
御
吟
味
之
上
急
度
其
品
ニ

よ
り
御
咎
を
も
可
被
仰
付
候
条
、
厳
密
ニ
可
仕
旨
被
仰
渡
一
統
承
知
仕
奉
畏

候
、
仍
而
御
請
証
文
如
件日

野
屋

安
永
八
年
亥
正
月
廿
二
日

庄
左
衛
門

印

両
種
物
問
屋

年
行
司

筑
後
屋久

兵
衛

病
気
代
平
兵
衛

伊
勢
屋

〔史料紹介〕 大阪京都油問屋文書



彦
六

絞
油
屋年

行
司

兵
庫
屋伊

兵
衛

河
内
屋庄

兵
衛

大
和
屋権

兵
衛

和
泉
屋九

兵
衛

川
崎
屋平

兵
衛

豊
後
屋市

右
衛
門

布
袋
屋権

兵
衛

病
気
代
徳
兵
衛

御
奉
行
様



【
解
題
】

史
料

で
扱
わ
れ
て
い
る

摂
州
兎
原
・
武
庫
・
八
部
三
郡

と
い
う
の
は
、

い
わ
ゆ
る
灘
目
と
言
わ
れ
る
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
は
武
庫
川
、
西
は
生
田

川
に
至
る
海
岸
、
つ
ま
り

灘

の
う
ち
、
西
宮
・
今
津
を
除
く
芦
屋
付
近
よ
り

西
一
帯
を
指
す
呼
称
で
あ
る

（

）
。
こ
の
地
域
の
河
川
で
は
元
禄

享
保
期
（
一
六
八

八

一
七
三
五
）
に
六
甲
山
系
の
傾
斜
を
利
用
し
て
、
水
車
を
建
設
し
て
搾
油
が

行
わ
れ
、
大
部
分
は
在
地
の
原
料
を
使
っ
て
い
た

（

）
の
で
、
菜
種
や
綿
実
の
生
産
も

早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
存
在
は
大
阪
の
油
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
寛
保
三
年
（
一
七
四

三
）
に
は
、
灘
目
水
車
絞
油
屋
を
は
じ
め
西
国
筋
の
在
地
絞
油
屋
に
対
し
て
、
油

の
江
戸
直
積
と
他
国
種
物
の
買
入
を
禁
止
し
、
原
料
の
仕
入
に
関
し
て
も
、
油
直

段
の
高
騰
を
抑
え
る
た
め
に
、
大
阪
相
場
に
準
じ
て
仕
入
れ
る
こ
と
を
命
じ
た

（

）
。

ま
た
、
前
記
の
宝
暦
一

年
の
大
阪
種
物
問
屋
・
絞
油
屋
株
指
定
の
折
に
は
、

灘
目
の
水
車
新
田
を
特
別
に
保
護
し
、
菜
種
の
大
阪
廻
着
高
の
う
ち
、
一
四

一

五
万
石
に
つ
き
五
千
石
を
、
綿
実
は
三

万
貫
に
つ
き
一

万
貫
を
売
り
渡
す
こ

と
が
許
可
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
に
、
大
阪
市
中
以
外
で
は
手
作
手

絞
（
自
家
需
要
の
た
め
の
油
生
産
）
以
外
は
、
村
内
の
中
で
す
ら
原
料
の
買
請
や

絞
油
稼
を
禁
じ
る
御
触
が
出
る

（

）
。
幕
府
は
こ
の
御
触
に
よ
っ
て
余
剰
の
種
物
は
全

て
大
阪
へ
集
中
さ
せ
、
大
阪
問
屋
の
独
占
権
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
措
置
は
灘
目
の
み
な
ら
ず
、
大
阪
周
辺
の
在
方
か
ら
の
抵
抗
に

遭
い
、
明
和
七
年
（
一
七
七

）
の
仕
法
改
革
に
至
る
。
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
幕

府
は
摂
河
泉
州
の
村
々
に
油
稼
株
を
認
め
、
こ
れ
ら
を
大
阪
の
特
権
的
組
織
の
中

に
組
み
入
れ
よ
う
と
し
た
。

灘
目
に
お
い
て
具
体
的
に
は
、
京
橋
五
丁
目
の
京
口
油
問
屋
日
野
屋
庄
左
衛
門

の
建
議
に
よ
っ
て
、
史
料

の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
と
お
り
、
摂
州
兎
原
・
武
庫
・

八
部
の
三
郡
に
お
い
て
水
車
六
一
株
が
許
可
さ
れ
、
水
車
新
田
の
二

株
と
併
せ

て
両
組
と
称
さ
れ
る
。

こ
の
明
和
七
年
令
で
は
三
郡
の
水
車
油
稼
の
も
の
は
、
綿
実
は
大
阪
を
除
く
ど

こ
か
ら
買
入
れ
て
も
良
い
こ
と
に
な
り
、
菜
種
は
三
郡
内
で
買
い
合
う
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
水
車
新
田
は
綿
実
は
大
阪
を
除
く
五
畿
内
か
ら
の
買
入
れ
と
な

り
、
菜
種
は
従
前
通
り
大
阪
廻
着
の
も
の
の
中
か
ら
一
五
、

石
を
買
請
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が
製
し
た
油
は
全
て
大
阪
の
出
油
屋
に
差
し
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

（

）
。
こ
う
し
て
大
阪
へ
の
油
の
廻
着
高
を
増
や
す
こ
と

が
、
こ
の
改
革
の
主
眼
で
あ
る
。

し
か
し
、
絞
油
屋
レ
ベ
ル
で
は
、
大
阪
と
灘
目
の
利
益
は
相
克
の
関
係
に
あ

り
、
そ
の
点
の
せ
め
ぎ
合
い
が
史
料

の
内
容
に
表
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
明
和
七
年
の
仕
法
改
革
以
後
、
摂
州
兎
原
・
武
庫
・
八
部
三
郡
内
で

仕
入
れ
ら
れ
る
菜
種
は
予
想
以
上
に
少
な
く
、
油
稼
ぎ
が
不
繁
盛
で
あ
り
、
休
業

株
も
出
る
状
態
の
た
め
、
三
郡
の
ほ
か
兵
庫
廻
着
の
菜
種
を
買
い
増
し
し
た
い
旨

を
日
野
屋
庄
左
衛
門
が
願
い
出
た
が
、
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ま

ま
で
は
心
得
違
い
の
も
の
が
出
て
く
る
の
で
、
諸
国
廻
着
の
菜
種
の
う
ち
余
り
荷

物
積
み
合
わ
せ
の
分
を
、
摂
州
や
泉
州
へ
持
ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
風
聞
が
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
菜
種
を
兵
庫
へ
廻
着
さ
せ
る
よ
う
に
庄
左
衛
門
が
取
り
計
ら
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い
、
過
去
八
年
に
わ
た
る
廻
着
高
（

）
の
平
均
一
三
八
、

石
余
り
を
基
準
に
し

て
、
兵
庫
津
廻
着
分
を
種
物
問
屋
・
菜
種
絞
油
屋
・
立
ち
会
い
の
上
石
数
を
改
め

て
、
基
準
高
よ
り
の
増
加
分
か
ら
幾
分
か
を
毎
年
庄
左
衛
門
請
負
の
水
車
場
へ
買

い
受
け
た
い
旨
願
い
出
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

国
々
廻
着
之
内
菜
種
余
り
荷
物
積
合
之
分
荷
物

捌
方
勝
手
之
由
ニ
而

と
い
う
部
分
で
あ
る
。
明
和
七
年
令
に
よ
れ
ば
、
綿
実
は

別
と
し
て
、
水
車
油
稼
の
者
が
菜
種
を
買
い
取
る
場
合
は
、
す
べ
て
そ
の
国
内
・

郡
内
あ
る
い
は
大
阪
廻
着
の
分
の
買
い
取
り
と
な
り
、
諸
国
廻
着
の
余
り
荷
物
の

売
捌
き
（
買
い
受
け
）
に
つ
い
て
は
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。
兵
庫
津
に
お
い
て
の

他
国
産
菜
種
の
買
い
受
け
は
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
仕
法
改
革
で
初
め
て

許
可
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
日
野
屋
庄
左
衛
門
が
提
案
を
す

る
兵
庫
廻
着
菜
種
の
買
い
増
し
は
、
取
締
り
の
対
象
に
な
る
行
為
で
あ
る
。
た

だ
、
綿
実
の
場
合
は
、
兵
庫
種
物
問
屋
が
設
立
さ
れ
る
安
永
六
年
以
前
か
ら
、
兵

庫
・
灘
目
の
船
宿
ま
た
は
商
人
が
廻
着
綿
実
を
買
取
り
、
公
認
で
は
な
い
が
、
百

貫
に
つ
き
銀
二
匁
の
口
銭
を
取
っ
て
絞
油
屋
へ
売
る
の
が
例
で
あ
っ
た

（

）
か
ら
、
菜

種
の
場
合
も
当
時
の
仕
法
の
問
題
点
を
補
う
べ
く
、
実
態
と
し
て
そ
う
い
う
打
開

策
を
提
案
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
願
い
出
に
対
し
て
、
大
阪
の
油
商
人
の
利
害
が
分
か
れ
る
。
ま
ず
、
取
締

り
上
よ
く
な
い
と
し
て
反
対
し
た
の
は
、
種
物
問
屋
と
絞
油
屋
で
あ
る
。
反
対
に

油
問
屋
や
出
油
屋
は
、
大
阪
へ
の
油
の
廻
着
高
が
増
え
れ
ば
、
油
値
段
も
下
が
る

と
い
う
道
理
に
よ
っ
て
異
論
は
唱
え
な
い
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
流
通
過
程
に
お

け
る
業
種
別
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
、
油
の
原
料
を
扱
う
種
物
問
屋
と
絞
油
屋
は

大
阪
に
お
け
る
そ
の
廻
着
高
が
問
題
に
な
る
の
に
対
し
て
、
流
通
の
末
端
商
品
で

あ
る
油
を
扱
う
油
問
屋
や
出
油
屋
に
と
っ
て
は
、
最
終
的
に
大
阪
へ
各
地
の
油
が

集
約
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
全
体
の
流
通
量
が
増
え
る
の
は
歓
迎
す
べ
き
こ

と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
油
問
屋
と
出
油
屋
が
、
菜
種
の
買
い
増
し
分
を
兵
庫
で
は
な
く
大
阪

へ
廻
着
さ
せ
る
よ
う
庄
左
衛
門
に
取
り
計
ら
わ
せ
、
そ
の
増
加
分
を
庄
左
衛
門
と

菜
種
油
絞
屋
・
種
物
問
屋
の
双
方
が
半
分
ず
つ
買
い
分
け
る
と
い
う
提
案
を
し
た

と
こ
ろ
、
庄
左
衛
門
と
種
物
問
屋
は
こ
れ
を
承
諾
し
た
が
、
菜
種
油
絞
屋
だ
け
が

承
諾
し
な
い
。
菜
種
油
絞
屋
の
意
見
を
た
だ
す
と
、
仕
法
改
革
以
後
、
摂
河
泉

三
ヶ
国
に
水
車
・
人
力
な
ど
の
油
稼
や
庄
左
衛
門
に
水
車
株
六
一
株
を
免
ぜ
ら

れ
、
ま
た
、
菜
種
絞
油
屋
株
も
二
五

株
と
な
り
大
阪
廻
着
の
絞
草
の
勝
手
買
や

五
畿
内
へ
の
直
買
も
許
さ
れ
、
そ
の
口
銭
が
減
少
し
た
の
に
、
冥
加
銀
は
毎
年
七

貫
目
ず
つ
上
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
菜
種
の
廻
着
高
は
減
っ
て
い
る
の
に
、

水
車
新
田
へ
は
毎
年
一
五
、

石
を
売
り
渡
し
、
残
り
平
均
お
よ
そ
一
二

三
、

石
余
り
で
は
軒
別
の
稼
ぎ
に
は
不
足
す
る
。
ま
た
、
以
前
は
絞
油
屋

の
油
小
売
も
許
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
搾
油
業
に
限
定
さ
れ
困
窮
し
て
お
り
、

株
数
も
や
っ
と
一
八

軒
が
相
続
で
き
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
庄
左
衛
門
は
明
和

年
間
の
仕
法
改
革
の
際
に
水
車
株
取
締
り
の
趣
旨
を
も
っ
て
三
郡
の
水
車
株
を
申

請
し
、
菜
種
は
三
郡
内
で
の
買
入
れ
を
了
解
し
た
の
に
、
今
に
至
っ
て
菜
種
の
買

い
増
し
を
願
う
の
は
不
都
合
で
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
に
、
近
年
兵
庫
津
辺
に
て
不
正
な
道
買
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
見
糺

所
を
設
置
し
て
見
張
り
を
付
け
た
と
こ
ろ
、
水
車
場
で
紛
ら
わ
し
い
買
入
れ
を
認



め
て
糺
し
た
こ
と
も
あ
り
、
安
永
六
年
に
は
安
永
五
年
よ
り
も
六
、
七

石
余

り
菜
種
の
廻
着
が
増
え
た
。
こ
の
八
ヶ
年
は
廻
着
高
減
少
の
時
期
で
あ
り
、
一
九

年
以
前
か
ら
の
一
年
の
廻
着
平
均
は
一
五
九
、
一
五
九
石
余
り
で
あ
る
か
ら
、
庄

左
衛
門
が
菜
種
廻
着
増
加
の
世
話
を
し
な
く
て
も
、
自
然
と
廻
着
高
は
増
え
る
は

ず
で
、
減
少
期
の
廻
着
高
を
基
準
に
し
て
、
そ
の
増
石
分
を
庄
左
衛
門
と
買
い
分

け
れ
ば
、
結
局
絞
油
屋
が
買
い
受
け
る
絞
草
は
減
り
、
困
窮
が
進
む
と
い
う
の
で

あ
る
。
ま
た
、
兵
庫
津
増
着
分
を
大
阪
へ
廻
し
て
も
問
題
は
解
消
せ
ず
、
む
し
ろ

水
車
稼
は
綿
実
第
一
の
も
の
で
、
綿
実
の
買
入
れ
を
増
や
す
よ
う
に
し
て
、
菜
種

の
買
い
増
し
は
願
い
下
げ
る
よ
う
に
主
張
す
る
。

こ
こ
で
対
談
は
物
別
れ
に
な
る
が
、
庄
左
衛
門
が
他
国
へ
流
れ
る
菜
種
を
大
阪

へ
引
き
寄
せ
る
よ
う
に
取
り
計
ら
う
と
ま
で
言
う
の
で
、
絞
油
屋
の
言
い
分
は
聞

き
入
れ
ら
れ
ず
、
増
着
分
買
い
分
け
の
方
法
に
つ
い
て
再
度
庄
左
衛
門
の
意
見
が

質
さ
れ
た
。

庄
左
衛
門
が
言
う
に
は
、
昨
年
は
菜
種
絞
油
屋
ど
も
は
見
糺
所
設
置
に
よ
っ
て

廻
着
高
が
六
、
五

石
ほ
ど
増
え
た
と
言
う
が
、
同
年
は
近
年
稀
に
み
る
菜
種

豊
作
の
年
で
前
年
の
凶
作
年
と
比
べ
て
こ
の
増
着
は
見
糺
所
設
置
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
豊
作
年
の
廻
着
高
も
含
め
た
八
ヶ
年
の
平
均
廻
着
高

が
一
三
八
、

石
余
り
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
庄
左
衛
門
の
取
り
計
ら
い
に

よ
っ
て
増
や
し
た
廻
着
分
は
菜
種
問
屋
及
び
庄
左
衛
門
宛
の
荷
主
の
送
り
状
を
付

け
て
差
越
さ
せ
、
そ
の
分
を
菜
種
絞
油
屋
ど
も
と
半
分
ず
つ
買
い
分
け
、
そ
の
送

り
状
が
な
い
分
は
平
均
基
準
高
よ
り
ど
れ
だ
け
増
え
て
も
庄
左
衛
門
は
買
い
取
ら

ず
、
ま
た
庄
左
衛
門
手
配
の
増
石
に
つ
い
て
も
廻
着
の
度
に
買
い
分
け
る
の
で
は

な
く
、
廻
着
高
が
年
平
均
の
基
準
を
満
た
さ
ぬ
う
ち
は
、
庄
左
衛
門
宛
名
の
送
り

状
で
送
ら
れ
た
分
で
も
菜
種
絞
油
屋
ど
も
に
買
い
と
ら
せ
る
、
と
い
う
譲
歩
案
を

出
す
。

こ
れ
を
菜
種
絞
油
屋
ど
も
に
質
し
た
と
こ
ろ
、
か
れ
ら
は
庄
左
衛
門
の
取
り
計

ら
い
を
勘
ぐ
っ
た
の
か
、
庄
左
衛
門
の
働
き
に
よ
っ
て
別
段
廻
着
高
が
増
え
る
も

の
で
は
な
く
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
庄
左
衛
門
が
内
談
に
よ
っ
て
送
り
状
を
添
え
さ
せ

る
だ
け
で
、
こ
れ
は
当
然
大
阪
へ
の
廻
着
高
の
一
部
で
あ
り
、
買
い
分
け
に
よ
っ

て
そ
の
分
稼
ぎ
が
減
少
す
る
と
主
張
す
る
。

そ
し
て
庄
左
衛
門
は
、
奉
行
所
か
ら
、
願
い
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
当
初

水
車
株
を
願
い
出
る
際
に
、
三
郡
の
菜
種
生
産
高
や
村
々
の
入
会
買
の
計
算
を
し

て
引
き
受
け
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
い
ま
さ
ら
買
い
増
し
を
願
い
出
て
も
仕
方
が

な
い
と
言
わ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
庄
左
衛
門
は
、
そ
れ
が
止
む
を
得
な
い
な
ら
ば
、
毎
年
上
納
す

る
冥
加
銀
四
百
枚
の
う
ち
銀
百
枚
を
免
ぜ
ら
れ
た
い
旨
を
願
い
出
る
。
一
方
、
菜

種
絞
油
屋
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
仕
法
を
希
望
す
る
が
、
今
回
の
詮
議
に
よ
っ
て
庄

左
衛
門
か
ら
の
冥
加
銀
百
枚
（
四
、
三

匁
）
の
減
少
分
を
絞
油
屋
の
定
例
の

冥
加
銀
七
貫
目
に
増
銀
し
て
一
貫
三

匁
を
上
納
す
る
と
ま
で
言
う
。

し
か
し
、
奉
行
所
で
吟
味
の
結
果
、
菜
種
絞
油
屋
の
言
う
今
後
の
自
然
増
の
見

込
み
は
的
外
れ
で
、
八
ヶ
年
の
廻
着
高
は
あ
な
が
ち
少
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
、
既
に
種
物
問
屋
・
油
問
屋
・
出
油
屋
ど
も
は
庄
左
衛
門
の
願
出
を
了
承
し
、

さ
ら
に
油
問
屋
・
出
油
屋
な
ど
は
こ
の
願
出
に
際
し
て
菜
種
絞
油
屋
へ
内
談
調
整

を
図
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
り
、
何
ら
支
障
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
て
、
菜
種
絞
油
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屋
の
言
い
分
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
庄
左
衛
門
は
過
去
八
ヶ
年
の
菜
種
廻
着
高
は
一
三
八
、

石
余
り
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
上
下
両
年
（
明
和
八
年
と
安
永
三
年
）
を
平
均
す

る
と
一
四
三
、
一

石
余
り
に
な
り
、
今
後
は
そ
れ
を
一
年
の
基
準
廻
着
高
に

定
め
、
そ
れ
よ
り
増
高
が
な
い
場
合
は
庄
左
衛
門
は
買
わ
な
い
と
同
時
に
、
こ
れ

以
上
の
廻
着
高
が
あ
っ
て
も
通
常
の
送
り
状
の
分
は
買
い
取
ら
ず
、
基
準
高
を
上

回
っ
た
う
え
で
庄
左
衛
門
な
ら
び
に
種
物
問
屋
宛
の
送
り
状
を
添
え
た
分
を
、
立

ち
会
い
の
上
計
量
し
て
、
庄
左
衛
門
と
絞
油
屋
ど
も
と
で
買
い
分
け
、
そ
の
分
の

口
銭
は
半
口
、
つ
ま
り
一
石
に
つ
い
て
銀
五
分
ず
つ
と
し
、
冥
加
銀
は
従
来
通
り

銀
四
百
枚
を
庄
左
衛
門
か
ら
上
納
す
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

次
に
史
料

で
は
、
翌
年
正
月
に
こ
の
仕
法
に
関
す
る
庄
左
衛
門
と
菜
種
絞
油

屋
と
の
相
互
の
見
解
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

冒
頭
で
は
日
野
屋
庄
左
衛
門
か
ら
建
議
の
菜
種
買
い
分
け
の
仕
方
に
見
解
の
相

違
が
あ
る
と
問
屋
ど
も
が
言
う
の
で
御
糺
が
あ
り
、
庄
左
衛
門
が
言
う
に
は
、
昨

年
安
永
七
年
正
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
菜
種
廻
着
高
一
五
七
、
二
一
八
石
五
斗
一

升
五
合
九
勺
の
う
ち
、
庄
左
衛
門
宛
の
送
り
状
を
添
え
た
分
は
二
、
五
三

石
六

斗
で
こ
れ
を
（
菜
種
）
問
屋
・
（
絞
）
油
屋
と
立
ち
会
い
勘
定
の
上
買
い
分
け
た

と
仮
定
し
て
、
実
際
は
庄
左
衛
門
水
車
稼
方
で
入
用
の
折
に
（
菜
種
）
問
屋
か
ら

買
受
け
た
い
と
言
う
。

菜
種
絞
油
屋
ど
も
は
そ
の
点
は
了
解
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
買
入
れ
の
際
に

（
水
車
場
の
）
油
屋
ど
も
が
立
ち
会
わ
ず
、
庄
左
衛
門
さ
え
立
ち
会
わ
な
い
の

で
、
兵
庫
の
油
屋
見
改
所
の
吟
味
も
し
が
た
い
と
い
う
。
お
そ
ら
く
、
水
車
株
の

油
屋
が
立
ち
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
糺
所
で
の
無
株
の
者
の
見
分
け
に
役
立
つ

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
買
い
分
け
の
際
は
水
車
株
の
油
屋
が
立
ち

会
い
、
庄
左
衛
門
が
買
い
受
け
る
分
は
翌
年
の
三
月
中
ま
で
に
買
い
切
っ
て
ほ
し

い
と
申
し
出
る
。
こ
れ
は
、
四
月
に
な
る
と
新
菜
種
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

双
方
の
言
い
分
を
聞
い
た
う
え
で
、
奉
行
所
か
ら
の
仰
せ
渡
し
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。

基
準
高
に
達
し
て
い
な
い
状
況
で
水
車
株
の
油
屋
が
買
い
取
っ
て
も
、
あ
と
で

増
着
分
か
ら
差
引
す
れ
ば
よ
い
こ
と
で
、
一
二
月
ま
で
の
廻
着
高
を
基
準
に
庄
左

衛
門
が
買
い
受
け
る
べ
き
石
数
は
決
め
て
あ
る
の
で
、
水
車
場
の
入
用
に
応
じ
て

庄
左
衛
門
が
問
屋
か
ら
買
っ
て
も
買
い
過
ぎ
は
で
き
な
い
。
た
だ
際
限
が
な
け
れ

ば
や
や
こ
し
い
の
で
、
油
屋
前
記
決
済
月
の
件
は
、（
絞
）
油
屋
が
言
う
通
り
翌

年
三
月
ま
で
に
庄
左
衛
門
分
は
買
い
切
る
も
の
と
す
る
。

買
受
の
際
の
（
水
車
株
の
）
油
屋
立
ち
会
い
の
件
は
、
毎
度
の
立
ち
会
い
に
は

及
ば
な
い
。
菜
種
問
屋
が
厳
し
く
買
い
渡
し
を
取
り
締
る
こ
と
。（
絞
）
油
屋
は

見
糺
所
で
の
改
め
が
分
か
り
に
く
い
と
言
う
が
、
買
い
分
け
と
見
糺
所
の
改
め
は

関
係
が
な
い
の
で
、
と
に
か
く
油
断
を
せ
ず
十
分
気
を
つ
け
て
、
買
い
分
け
に
紛

れ
て
抜
き
買
い
の
菜
種
を
取
り
扱
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
の
達
し
が
、
双
方
に

下
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

以
上
ご
紹
介
し
た
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
明
和
七
年
の
仕
法
改
革
に
は
あ
ら



わ
れ
な
い
、
安
永
年
間
の
大
阪
及
び
灘
目
油
市
場
の
新
た
な
動
向
が
う
か
が
え

る
。そ

れ
は
、
西
摂
津
の
兎
原
・
武
庫
・
八
部
三
郡
の
水
車
油
稼
株
に
お
い
て
は
、

綿
実
は
五
畿
内
な
ら
び
に
関
東
筋
・
四
国
・
中
国
・
九
州
筋
、
そ
の
他
諸
国
で
自

由
に
買
い
入
れ
が
で
き
た
が
、
菜
種
に
つ
い
て
は
三
郡
内
の
相
互
買
い
以
外
認
め

ら
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
法
令
上
の
取
り
決
め
で
あ
り
、
研
究
史
に
お
い
て
も
同

様
の
認
識
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
史
料
で
、
明
和
七
年
の
仕
法
改
革
の
際
に
、
京
口
油
問
屋

日
野
屋
庄
左
衛
門
の
請
負
で
成
立
し
た
兎
原
・
武
庫
・
八
部
三
郡
の
水
車
油
稼
株

の
た
め
に
、
庄
左
衛
門
が
菜
種
の
買
い
増
し
願
い
を
出
し
て
い
る
事
実
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
諸
国
廻
着
の
菜
種
の
う
ち
余
り
荷
物
積
み
合
わ
せ
の

分
を
、
庄
左
衛
門
が
大
阪
へ
廻
着
さ
せ
る
よ
う
に
取
り
計
ら
い
、
明
和
八
年

安

永
六
年
の
過
去
八
ヶ
年
の
菜
種
廻
着
高
の
う
ち
、
そ
の
上
下
両
年
（
明
和
八
年
と

安
永
三
年
）
の
平
均
高
一
四
三
、
一

石
余
り
を
一
年
の
基
準
廻
着
高
に
定

め
、
そ
れ
よ
り
増
高
が
な
い
場
合
、
庄
左
衛
門
は
買
い
増
し
は
し
な
い
と
同
時

に
、
こ
れ
以
上
の
廻
着
高
が
あ
っ
て
も
通
常
の
送
り
状
の
分
は
買
い
取
ら
ず
、
基

準
高
を
上
回
っ
た
う
え
で
庄
左
衛
門
な
ら
び
に
種
物
問
屋
宛
の
送
り
状
を
添
え
た

分
（
庄
左
衛
門
取
扱
の
荷
物
）
を
、
庄
左
衛
門
と
菜
種
絞
油
問
屋
ど
も
立
ち
会
い

の
上
計
量
し
て
、
双
方
で
半
分
ず
つ
買
い
分
け
、
そ
の
分
の
口
銭
は
半
口
（
一
石

に
つ
い
て
銀
五
分
ず
つ
）
と
し
、
冥
加
銀
は
従
来
通
り
銀
四
百
枚
を
庄
左
衛
門
か

ら
上
納
す
る
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
願
い
出
の
当
初
、
庄
左
衛
門
は
菜
種
荷
物
増
加
分
の
兵
庫
津
へ

の
廻
着
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
和
七
年
の
仕
法
か
ら
す
る
と
、
禁
令
の
対

象
と
な
る
内
容
で
、
兵
庫
津
に
お
い
て
の
他
国
産
菜
種
の
買
い
受
け
は
、
寛
政
三

年
（
一
七
九
一
）
の
仕
法
改
革
で
初
め
て
許
可
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
点
の
史
料
に
は
、
自
身
の
建
議
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
明
和
七
年
令
に

も
か
か
わ
ら
ず

（

）
、
さ
ら
に
そ
の
法
令
枠
を
も
超
え
る
よ
う
な
提
案
を
し
、
さ
ら
に

利
害
の
異
な
る
絞
油
屋
な
ど
と
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
、
そ
の
改
善
提
案
を
実
現

し
て
い
く
京
口
油
問
屋
日
野
屋
庄
左
衛
門
の
政
治
力
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
結
果
、
安
永
七
年
正
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
菜
種
廻
着
高
一
五
七
、
二
一

八
石
五
斗
一
升
五
合
九
勺
の
う
ち
、
庄
左
衛
門
宛
の
送
り
状
を
添
え
た
分
と
し
て

二
、
五
三

石
六
斗
の
増
石
を
見
て
い
る
が
、
寛
政
三
年
に
、
西
国
一
三
ヶ
国
の

菜
種
の
大
阪
廻
送
を
差
し
止
め
、
兵
庫
に
廻
送
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
新
た
に
菜

種
買
受
け
の
た
め
一
・
二
軒
の
新
規
問
屋
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
の
灘
目
三
郡
の
菜
種
買
付
の
地
域
的
制
限
は
な
く
な
る
。
御
触
書
に
よ
る
と
、

こ
の
差
し
止
め
は

一
体
の
国
数
も
多
候
故
、
大
坂
表
問
屋
共
引
請
仕
入
方
、
不

行
届
儀
も
有
之
哉
ニ
相
聞
へ
候

と
い
う
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
（

）
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
大
坂
問
屋
引
き
受
け
の
国
数
が
多
い
の
で
、（
菜
種
集
荷
の
手
配
も
）
十
分

に
行
き
届
か
な
い
と
述
べ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
問
屋
の
農
民

に
対
す
る
仕
入
銀
の
前
貸
な
ど
に
よ
る
集
荷
強
化
を
意
図
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
同
御
触
書
中
の

買
注
文
仕
入
銀
等
も
い
た
し

と
い
う
文
言
か

ら
も
理
解
で
き
る
。

安
永
七
年
の
日
野
屋
庄
左
衛
門
に
よ
る
水
車
株
の
た
め
の
菜
種
買
増
し
願
の
実

現
か
ら
寛
政
三
年
令
に
至
る
政
策
的
な
変
遷
背
景
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た

〔史料紹介〕 大阪京都油問屋文書



い
。た

だ
、
寛
政
三
年
令
の
結
果
と
し
て
は
、
西
国
筋
の
絞
油
業
の
勃
興
に
よ
っ
て

在
地
の
種
物
市
場
が
成
立
し
て
お
り
、
兵
庫
種
物
問
屋
へ
の
菜
種
廻
着
高
は
増
加

せ
ず
、
実
質
的
な
効
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
（

）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

最
後
に
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
酒
井
一
先
生
よ
り
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
記
し
、
謝
意
を
表
す
る
。

注（

）
当
館
資
料
目
録
（

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
研
究
所
資
料
目
録

第
四
集
、
平
成

八
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（

）
津
田
秀
夫

新
版
封
建
経
済
政
策
の
展
開
と
市
場
構
造

御
茶
の
水
書
房
、
一

九
七
七
年
、
一
二
頁
。

（

）

平
成

年
度
夏
季
企
画
展

大
坂
の
水
油

江
戸
時
代
の
油
流
通

大
阪

市
立
海
洋
博
物
館

な
に
わ
の
海
の
時
空
館
、
二

九
年
、
三
三
頁
。

（

）
今
井
林
太
郎
・
八
木
哲
浩

封
建
社
会
の
農
村
構
造

有
斐
閣
、
一
九
五
五

年
、
二
三
八
頁
。

（

）
新
保
博

菜
種
作
に
お
け
る
商
品
生
産
と
流
通
の
構
造

神
戸
大
學
經
濟
學
研

究
年
報

第
六
号
、
神
戸
大
学
経
済
学
部
、
一
九
五
九
年
、
一
七
六
頁
。

（

）
大
阪
市

大
阪
市
史

第
三

清
文
堂
出
版
、
一
九
六
五
年
、
七
二

七
二

一
頁
。

（

）
前
掲

大
阪
市
史

第
三

七
二

頁
。

（

）
前
掲

大
阪
市
史

第
三

七
七
六

七
七
七
頁
。

（

）
数
量
か
ら
見
て
、
大
阪
へ
の
菜
種
廻
着
高
と
判
断
で
き
る
。

（

）
前
掲

封
建
社
会
の
農
村
構
造

二
五
一
頁
。
こ
こ
で
兵
庫
種
物
問
屋
と
い
う

の
は
綿
実
問
屋
の
こ
と
で
、
兵
庫
表
の
船
宿
そ
の
他
へ
廻
着
す
る
綿
実
売
買
取
締

の
た
め
、
安
永
六
年
六
月
に
両
種
物
問
屋
よ
り
綿
実
問
屋
五
軒
の
出
店
が
許
さ
れ

た
（

大
阪
商
業
史
料
集
成

第
一
輯
、
大
阪
商
科
大
学
経
済
研
究
所
、
一
九
三
四

年
、
一

八
頁
）。
酒
井
一

幕
末
に
お
け
る
絞
油
業
の
発
展

（

ヒ
ス
ト
リ
ア

第
二

号
、
大
阪
歴
史
学
会
、
昭
和
三
二
年
）
の
五
九
頁
に
は
、

安
永
六
年
に
は

兵
庫
綿
実
問
屋
と
灘
目
問
屋
が
設
置
さ
れ
、
前
者
は
兵
庫
絞
り
油
屋
に
、
後
者
は

灘
目
絞
り
油
屋
に
綿
実
を
売
渡
す
こ
と
と
な
り

と
記
さ
れ
、
兵
庫
・
灘
目
各
々

に
問
屋
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（

）
大
阪
市

大
阪
市
史

第
一

清
文
堂
出
版
、
一
九
六
五
年
、
一

七
五
頁
。

（

）
大
阪
市

大
阪
市
史

第
四

清
文
堂
出
版
、
一
九
六
五
年
、
一

頁
。
前

掲

新
版
封
建
経
済
政
策
の
展
開
と
市
場
構
造

六
八
頁
に
お
い
て
津
田
秀
夫
氏

は
、

御
触
書
天
保
集
成

に
依
拠
し
て

大
坂
表
問
屋
共
兵
庫
引
請
仕
入
方
、
不

行
届
儀
も
有
之
哉
ニ
相
聞

（
傍
点
筆
者
）
と
記
さ
れ
、
御
触
書
の
文
言
に
若
干
の

違
い
が
あ
る
。
こ
れ
に

大
坂
問
屋
資
本
の
灘
目
進
出
の
仕
方
に
た
い
し
て
不
満

を
述
べ
て
い
る
。
す
く
な
く
と
も
、
大
坂
問
屋
資
本
が
在
方
に
進
出
し
た
場
合

に
、
大
坂
資
本
と
し
て
の
利
益
の
み
考
え
、
在
地
に
お
け
る
絞
油
業
者
の
期
待
に

副
い
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
地
側
の
不
満
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
民
意

の
動
向
を
気
に
し
て
い
る
幕
府
側
か
ら
の
不
興
を
買
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

と
い
う
解
釈
を
付
し
て
い
る
。
し
か
し
、

御
触
書
天
保
集
成

（
岩
波
書
店
、
一

九
四
一
年
）
収
録
の
六
一
一
一
の
当
該
御
触
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

兵
庫

の

文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。

（

）
新
保
博

寛
政

文
政
期
に
お
け
る
幕
府
灯
油
政
策
と
在
地
の
動
向

国
民
経

済
雑
誌

第
一

一
巻
第
六
号
、
神
戸
大
学
経
済
経
営
学
会
、
一
九
六

年
、
四

頁
な
ど
。


